
利
潤
と
剰
余
労
働

固
定
設
備
の
耐
用
年
数
の
決
定
を
中
心
に

一二

耐
用
年
数
と
そ
の
規
定
要
因

利
潤
と
剰
余
労
働

ヒ」

野
　
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
固
定
設
備
が
存
在
す
る
場
合
の
価
値
規
定
は
森
嶋
口
、
置
塩
．
中
谷
ｕ
で
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
最
も
簡
単
な
場
合
で
示

せ
ば
次
の
よ
う
に
た
る
。
あ
る
標
準
的
生
産
条
件
で
あ
る
生
産
設
備
で
同
種
の
設
備
が
生
産
さ
れ
、
そ
の
耐
用
年
数
を
０
”
一
定
、

単
位
設
備
当
り
毎
期
ト
（
吻
１
ー
ガ
…
・
ｏ
）
の
労
働
を
投
入
し
て
へ
だ
げ
の
産
出
を
得
る
と
す
れ
ば
、
生
産
物
単
位
当
り
の
価
値
的
は

　
　
　
　
Ｐ
・
。
。
十
・
。
一
１
－
ト
十
・
。
ヱ
ニ
。
１
Ｉ
〇
二
Ｈ
ポ
…
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Ｈ
一

で
決
ま
る
。
こ
れ
よ
り
新
設
備
と
年
令
ｓ
の
中
古
設
備
の
価
直
は

　
　
　
　
　
　
８

　
　
　
　
。
呵
。
１
１
】
ト
＼
】
ｑ
「
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
・
。
一
１
１
】
奪
よ
・
（
】
ｑ
「
Ｈ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
。
・
一

　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
－

で
与
え
ら
れ
る
。

　
　
　
利
潤
と
剰
余
労
働
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
（
八
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
；
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
八
四
（
八
四
）

　
さ
て
固
定
設
備
の
本
質
的
特
徴
は
そ
の
耐
用
年
数
が
単
位
期
問
よ
り
長
い
（
ｏ
Ｖ
Ｈ
）
こ
と
で
あ
る
が
、
耐
用
年
数
自
体
は
経
済
的

諸
条
件
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
内
生
変
数
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
価
値
を
決
定
す
る
標
準
的
生
産
条
件
自
体
が
経
済
的
内
生
変
数
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

り
、
従
っ
て
価
値
も
経
済
的
内
生
変
数
と
た
る
。

　
本
稿
第
一
節
で
は
、
耐
用
年
数
を
観
定
す
る
要
因
と
し
て
資
本
家
の
設
備
廃
棄
態
度
、
蓄
積
率
と
資
本
家
の
貯
蓄
率
、
生
産
諸
条

件
と
そ
の
変
化
（
技
術
進
歩
）
た
ど
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
と
耐
用
年
数
、
価
値
と
の
関
数
関
係
を
与
え
る
峯
◎
箒
Ｈ
を
設
定
し
比
較

動
学
的
検
討
を
加
え
る
。
第
二
節
で
は
前
節
で
示
さ
れ
た
旨
◎
箒
Ｈ
の
経
路
、
す
な
わ
ち
技
術
進
歩
が
毎
期
導
入
さ
れ
、
新
旧
設
備

が
併
存
し
て
稼
動
さ
れ
っ
っ
（
固
定
設
備
）
一
定
率
で
成
長
し
て
ゆ
く
「
順
調
」
た
経
路
に
お
い
て
、
利
潤
が
存
在
す
る
た
め
に
は

剰
余
労
働
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
旨
～
員
の
命
題
を
証
明
す
る
。

　
　
（
注
）
　
価
値
と
は
労
働
生
産
性
が
資
本
制
の
下
で
と
る
特
殊
な
形
態
で
あ
る
。
価
値
の
質
的
、
量
的
抵
特
殊
性
は
、
価
値
を
決
定
す
る
「
標
準

　
　
　
　
的
」
生
産
諾
条
件
の
資
本
制
的
た
特
殊
性
に
基
づ
い
て
い
る
。
生
産
諸
条
件
と
は
人
間
杜
会
が
自
然
変
革
の
際
に
直
面
す
る
投
入
－
産
出

　
　
　
　
関
係
の
総
体
で
あ
る
が
、
資
本
制
の
標
準
的
生
産
条
件
は
、
生
産
決
定
権
を
握
る
資
本
家
の
広
義
の
技
術
選
択
態
度
と
、
技
術
選
択
に
及

　
　
　
　
ぽ
す
資
本
家
の
諾
態
度
と
に
規
定
さ
れ
る
。
広
義
の
技
術
選
択
と
は
、
た
と
え
ほ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
石
油
か
石
炭
か
、
石
油
採
掘

　
　
　
　
諸
技
術
の
ど
れ
を
選
ぶ
か
、
選
ぽ
れ
た
技
術
を
体
化
し
た
設
備
を
い
っ
ま
で
使
う
か
（
耐
用
年
数
の
決
定
）
、
採
掘
や
廃
棄
物
に
よ
る
自

　
　
　
　
然
へ
の
影
響
へ
の
対
処
、
た
ど
を
含
む
。

　
　
　
　
　
こ
う
し
て
決
定
さ
れ
る
価
値
概
念
に
よ
っ
て
資
本
制
に
お
げ
る
二
重
の
再
生
産
が
行
わ
れ
る
条
件
、
行
わ
れ
方
、
を
検
討
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
問
題
と
な
る
が
、
本
稿
で
は
耐
用
年
数
の
選
択
を
考
慮
し
た
価
値
概
念
の
場
合
を
扱
う
。

耐
用
年
数
と
そ
の
挽
定
要
因

本
節
で
は
ま
ず
固
定
設
備
の
耐
用
年
数
の
観
定
要
因
を
吟
味
し
、
次
に
そ
れ
ら
と
耐
用
年
数
と
の
関
係
を
含
む
峯
◎
箒
Ｈ
を
設
定



し
、
最
後
に
両
者
の
関
係
、
更
に
そ
れ
ら
と
価
値
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。

　
１
）
　
ま
ず
耐
用
年
数
の
規
定
要
因
の
検
討
か
ら
始
め
る
。

　
い
　
資
本
の
廃
棄
態
度
　
　
資
本
制
に
お
い
て
は
生
産
決
定
権
を
資
本
家
が
握
っ
て
お
り
、
生
産
設
備
の
廃
棄
（
処
分
）
の
決

定
も
資
本
家
の
廃
棄
態
度
に
ー
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
廃
棄
態
度
は
、
設
備
の
稼
動
遊
休
政
策
や
償
却
政
策
に
も
依
存
す
る
が
、
こ
こ
で

は
簡
単
に
粗
利
潤
（
１
１
粗
収
入
－
経
常
的
操
業
費
用
）
を
獲
得
で
き
た
く
な
っ
た
時
点
で
廃
棄
す
る
と
想
定
す
る
（
完
全
競
争
的
廃
棄
態

度
）
。
そ
こ
で
正
の
粗
利
潤
の
獲
得
期
問
は
何
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
。

　
○
　
剰
余
生
産
物
へ
の
要
求
態
度
　
粗
利
潤
を
決
定
す
る
最
も
重
要
な
要
因
は
実
質
的
賃
金
率
で
あ
る
が
、
－
巨
．
寮
着
霧

〕
３
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
生
産
諸
条
件
が
所
与
で
あ
る
短
期
に
お
い
て
は
実
質
賃
金
率
は
有
効
需
要
、
そ
の
中
で
も
先
導
的
、
独
立

〔
的
に
決
定
さ
れ
る
資
本
家
の
蓄
積
需
要
と
消
費
需
要
（
す
な
わ
ち
剰
余
生
産
物
へ
の
要
求
量
）
に
依
存
す
る
。
現
在
稼
動
中
の
設
備
の

廃
棄
は
現
在
の
実
質
賃
金
率
に
依
存
す
る
が
、
新
設
備
の
そ
れ
は
将
来
の
実
質
賃
金
率
、
従
っ
て
将
来
の
資
本
の
剰
余
要
求
量
の
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

化
に
依
存
す
る
。
従
っ
て
耐
用
年
数
の
運
動
は
資
本
蓄
積
率
の
運
動
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
（
注
）
　
Ｈ
．
雰
巨
舅
§
４
（
第
九
章
　
技
術
進
歩
、
革
新
の
普
及
）
は
新
設
備
の
耐
用
年
数
の
観
定
要
因
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
¢
新
設
備
の
普
及
速
度
が
大
き
い
程
そ
の
超
過
利
潤
は
急
速
に
消
滅
し
、
耐
用
年
数
は
低
下
す
る
。
　
将
来
に
お
げ
る
一
層
進
ん
だ
技

　
　
　
術
革
新
の
出
現
も
同
じ
理
由
で
同
じ
効
果
を
も
っ
。
こ
の
場
合
普
及
速
度
は
資
本
問
競
争
の
度
合
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ぱ
導
入
企
業
の
価

　
　
　
格
政
策
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

　
　
　
　
　
こ
の
考
え
方
の
欠
点
は
、
部
分
市
場
的
、
短
期
的
で
、
蓄
積
の
効
果
を
考
え
て
い
な
い
点
に
あ
る
。
新
設
備
の
普
及
速
度
が
大
と
は
強

　
　
　
蓄
積
を
意
味
し
、
従
っ
て
実
質
賃
金
率
も
低
く
、
旧
設
備
も
稼
動
で
き
て
経
済
的
寿
命
は
延
び
る
の
で
は
な
い
か
？
　
こ
の
点
は
将
来
の

　
　
　
旧
設
備
（
現
在
の
新
設
備
）
に
っ
い
て
も
い
え
る
。
更
に
技
術
革
新
の
出
現
に
っ
い
て
も
、
革
新
の
度
合
い
が
大
き
い
程
、
そ
の
コ
ス
ト

　
　
　
利
潤
と
剰
余
労
働
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
（
八
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
八
六
　
（
　
八
六
）

　
　
　
　
減
効
果
も
大
き
く
、
寿
命
は
延
び
た
い
か
、
あ
る
い
は
将
来
陳
腐
化
が
よ
り
進
む
と
し
て
も
、
コ
ス
ト
滅
効
果
が
相
殺
し
て
、
利
潤
率
は

　
　
　
　
低
下
し
な
い
の
で
は
？
　
独
占
の
価
格
維
持
政
策
に
っ
い
て
も
す
べ
て
の
独
占
企
業
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
旧
設
備
を
温
存
さ
せ
、
普
及
を

　
　
　
　
遅
ら
せ
ぱ
（
１
１
蓄
積
を
低
下
さ
せ
れ
ぱ
）
市
況
が
軟
化
し
て
、
価
格
を
維
持
で
き
た
い
の
で
は
な
い
か
？
　
あ
る
い
は
価
格
を
維
持
さ
せ

　
　
　
　
れ
ぱ
、
旧
設
備
の
遊
休
が
不
可
避
と
な
る
の
で
は
な
い
か
？
　
従
っ
て
価
格
態
度
も
、
蓄
積
態
度
と
関
連
さ
せ
な
け
れ
ば
、
そ
の
経
済
的

　
　
　
　
影
響
は
論
じ
ら
れ
た
い
。
本
稿
で
は
前
の
二
つ
の
疑
間
を
扱
う
。

　
臼
　
生
産
技
術
条
件
　
　
所
与
の
生
産
技
術
と
供
給
態
度
の
下
で
資
本
の
要
求
す
る
剰
余
生
産
物
量
が
決
ま
れ
ば
実
質
賃
金
率

が
決
ま
り
耐
用
年
数
も
決
ま
る
が
、
生
産
技
術
の
水
準
が
異
た
っ
た
り
変
化
し
た
り
す
れ
ば
そ
の
他
の
事
情
が
不
変
で
あ
る
場
合
耐

用
年
数
は
変
化
す
る
。
技
術
条
件
の
及
ぼ
す
耐
用
年
数
へ
の
影
響
の
う
ち
で
特
に
重
要
な
の
は
技
術
革
新
の
場
合
で
あ
る
。
新
技
術

の
導
入
は
既
存
設
備
を
「
陳
腐
化
」
さ
せ
、
廃
棄
を
促
進
す
る
だ
ろ
う
が
、
技
術
革
新
に
よ
る
陳
腐
化
に
は
二
っ
の
種
類
が
あ
る
。

　
１
）
　
既
存
商
品
の
使
用
価
値
を
喪
失
さ
せ
、
そ
れ
を
生
産
す
る
設
備
を
無
価
直
に
さ
せ
る
よ
う
な
代
替
的
新
種
商
品
が
開
発
さ
れ

　
（

た
場
合
。

　
）

　
皿
　
既
存
商
品
と
同
じ
使
用
価
値
を
ヨ
リ
能
率
的
に
生
産
で
き
る
新
技
術
が
出
現
し
た
場
合
。

　
Ｘ

　
Ｉ
の
場
合
は
新
技
術
の
導
入
・
普
及
時
点
で
旧
設
備
は
廃
棄
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
経
済
的
耐
用
年
数
は
こ
の
型
の
技
術
革
新
の
出

　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

現
時
点
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
間
題
は
皿
の
場
合
で
あ
り
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
く
胃
■
５
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
技
術
革
新
の
導
入
に
伴
っ
て
新
た
な
標
準
的
生
産
条
件
に
よ
っ
て
新
た
た
価
値
水
準
が
決
定
さ
れ
、
旧
式
化
し
た
設
備
に
よ
る
生

産
物
の
価
直
は
そ
れ
に
よ
っ
て
再
評
価
（
減
価
）
さ
れ
る
。
　
「
減
価
」
に
は
旧
設
備
自
体
の
価
値
の
減
価
と
、
そ
れ
を
稼
動
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

直
接
的
労
働
量
の
再
評
価
の
二
側
面
が
あ
祉
。

　
　
（
注
）
　
冒
胃
〆
婁
｛
（
Ｈ
）
ｏ
』
虐
”
も
し
新
た
た
発
明
に
よ
っ
て
同
じ
種
類
の
機
械
が
よ
り
少
な
い
労
働
支
出
で
再
生
産
さ
れ
る
次
ら
ぱ
、
古



　
　
　
　
い
機
械
は
多
か
れ
少
た
か
れ
減
価
し
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
そ
れ
に
比
例
し
て
よ
り
少
な
い
価
値
を
生
産
物
に
移
す
こ
と
に
な
る
”
・

　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
’
冒
、
、
、
臼
（
大
月
書
店
版
）
（
Ｈ
）
ｏ
』
虐
”
も
し
そ
の
商
品
の
生
産
に
杜
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
が
変
化
し
た
な
ら
ぱ
、
前
か
ら
あ

　
　
　
　
る
商
品
へ
の
反
作
用
が
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
商
品
は
い
っ
で
も
た
だ
そ
の
商
品
種
類
の
個
別
的
な
見
本
と
し
か
認
め
ら
れ
ず
、
そ

　
　
　
　
の
価
値
は
、
つ
ね
に
、
杜
会
的
に
必
要
な
、
し
た
が
っ
て
ま
た
つ
ね
に
現
在
の
杜
会
的
諸
条
件
の
も
と
で
必
要
な
労
働
に
よ
っ
て
計
ら
れ

　
　
　
　
る
。
”

　
　
　
　
　
峯
ゆ
、
、
…
ｑ
（
Ｈ
）
Ｏ
・
３
　
”
イ
ギ
リ
ス
で
蒸
気
織
機
が
採
用
さ
れ
て
か
ら
は
定
量
の
糸
を
織
物
に
転
化
さ
せ
る
た
め
に
は
・
お
そ
ら
く

　
　
　
　
以
前
の
半
分
の
労
働
で
足
り
た
で
あ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
の
手
織
工
は
こ
の
転
化
に
実
際
は
相
変
ら
ず
同
じ
労
働
時
問
を
必
要
と
し
た
の
で

　
　
　
　
あ
る
が
、
彼
の
個
別
労
働
時
問
の
生
産
物
は
、
…
、
そ
れ
の
以
前
の
価
値
の
半
分
に
低
落
し
た
の
で
あ
る
”
。

　
こ
こ
で
主
張
さ
れ
て
い
る
陳
腐
化
、
減
価
の
経
済
的
意
味
を
考
え
よ
う
。
技
術
革
新
に
よ
っ
て
新
設
備
３
が
導
入
さ
れ
る
と
、
そ

の
時
点
以
前
に
お
い
て
標
準
的
で
あ
っ
た
設
備
五
は
減
価
す
る
、
と
い
う
場
合
の
減
価
は
、
設
備
五
の
稼
動
に
伴
な
う
技
術
的
磨
損

　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

で
は
な
く
杜
会
的
磨
損
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
設
備
五
が
標
準
的
生
産
条
件
で
あ
っ
た
時
の
価
値
規
定
に
お
い
て
は
、
将
来
出

準標の備設定固－図

件条産生的

２
）

１備設

１
仕

４，
１
・４｝４入投働労

０ｄ，

■

０問

捻

出産

現
す
る
技
術
革
新
に
よ
っ
て
自
ら
が
陳
腐
化
さ
れ
る
点
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
げ
れ
ば
な
ら
た
い
。
同
様
の

・
こ
と
は
現
在
の
標
準
的
生
産
条
件
３
に
お
け
る
価
値
規
定
の
場
合
に
も
い
え
る
。
価
値
は
標
準
的
生
産
条

件
が
決
ま
れ
ば
確
定
す
る
が
、
現
在
の
標
準
的
生
産
諸
条
件
（
図
１
を
参
照
）
に
お
い
て
、
設
備
単
位
当

り
の
労
働
投
入
と
生
産
物
の
産
出
の
対
応
関
係
は
技
術
的
に
所
与
で
あ
る
か
ら
杜
会
的
規
定
を
受
げ
る
生

産
条
件
は
設
備
の
耐
用
年
数
し
か
な
い
。
従
っ
て
技
術
革
新
に
よ
る
旧
設
備
の
減
価
と
は
技
術
革
新
に
よ

る
旧
設
備
の
耐
用
年
数
へ
の
影
響
（
縮
小
↓
廃
棄
）
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
我
々
は
固
定
設
備
の
耐
用
年
数
が
資
本
の
廃
棄
態
度
、
総
資
本
の
剰
余
生
産
物
要
求
態
度
、
技
術
進
歩
を
含
ん
だ
生
産
・

技
術
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
観
定
さ
れ
る
こ
と
を
み
て
き
た
が
、
そ
こ
で
両
者
の
関
係
の
仕
方
を
具
体
的
に
検
討
す
る
た
め
に
以
下
の

　
　
　
利
潤
と
剰
余
労
働
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
（
　
八
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
　
（
　
八
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

簡
単
化
さ
れ
た
仮
定
の
下
に
峯
◎
ま
Ｈ
を
設
定
す
る
、

　
　
（
注
）
　
こ
の
竃
◎
宗
Ｈ
は
置
塩
６
〕
で
示
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
更
に
資
本
家
の
貯
蓄
率
（
ｏ
ｒ
資
本
家
の
消
費
態
度
）
を
考
慮
す
る
た
め
に
純

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
利
潤
、
償
却
態
度
を
導
入
し
た
。
貯
蓄
率
は
利
潤
と
剰
余
労
働
と
の
対
応
を
検
討
す
る
の
に
役
立
っ
。

　
○
使
用
価
値
の
種
類
は
唯
一
つ
で
、
生
産
財
と
し
て
も
消
費
財
と
し
て
も
使
用
可
能
で
あ
る
。

　
○
生
産
技
術
条
件
。
生
産
設
備
単
位
当
り
、
毎
期
直
接
労
働
量
４
に
よ
っ
て
、
だ
げ
生
産
で
き
稼
動
に
よ
っ
て
も
能
率
は
変
ら
な

い
。
技
術
進
歩
は
、
ｄ
を
一
定
に
、
４
を
一
定
率
ぴ
で
減
少
さ
昔
る
よ
う
た
型
と
遠
度
で
毎
期
導
入
さ
れ
る
。

　
嘗
設
備
は
粗
利
潤
を
獲
得
で
き
る
か
ぎ
り
正
常
に
稼
動
さ
れ
、
粗
利
潤
が
消
滅
し
た
時
点
で
廃
棄
さ
れ
る
。

　
酋
資
本
家
は
純
利
潤
の
一
定
割
合
（
Ｈ
ｌ
、
）
を
消
費
し
残
額
を
蓄
積
（
純
投
資
、
貯
蓄
率
９
）
す
る
。
労
働
者
は
賃
金
を
全
額
消
費

す
る
。

　
斡
剰
余
生
産
物
要
求
態
度
。
総
資
本
は
粗
投
資
（
１
１
新
設
備
据
付
量
１
１
純
投
資
十
償
却
）
を
一
定
率
９
で
増
加
さ
せ
る
。

　
内
資
本
家
の
償
却
態
度
。
後
述

　
記
号
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
第
≠
期
の
設
備
据
付
量
抑
、
耐
用
年
数
外
、
実
質
賃
金
率
物
、
純
利
潤
卿
、
資
本
家
消
費
勾
、
償
却

４
　
ま
ず
一
時
点
に
お
げ
る
経
済
全
体
で
の
需
給
一
致
条
件
に
よ
っ
て

　
　
　
　
ヤ
き
丈
き
　
お
…
ユ
一
。
ぎ
膏
き
…
三
一
、
工
ぎ
、
一
　
　
　
　
　
　
　
一
仁
一

と
な
る
。
仮
定
↑
ｏ
よ
り

　
　
　
　
“
１
１
（
Ｈ
ｌ
ｂ
）
ぶ
　
　
　
　
◎
〈
ｂ
〈
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
閉
一



で
あ
る
。
純
利
潤
仰
は

　
　
　
　
き
川
お
ー
吋
「
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
９

と
定
義
さ
れ
る
。
↑
り
～
ゆ
を
整
理
し
て

　
　
　
　
ｂ
（
肖
ー
ミ
）
１
１
べ
ー
（
Ｈ
－
も
）
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ

を
得
る
。

　
こ
こ
で
仮
定
ゆ
の
償
却
政
策
を
検
討
す
る
。
資
本
家
は
各
年
令
の
諾
設
備
単
位
当
り
の
償
却
量
（
ぞ
一
◎
〈
勿
１
〈
ｏ
）
を
各
設
備
単
位

　
　
　
　
　
　
８

当
り
の
評
価
額
わ
の
減
価
量
に
よ
っ
て
決
め
る
。
評
価
係
数
は
、
各
設
備
が
将
来
獲
得
で
き
る
粗
利
潤
の
流
列
の
予
想
値
と
そ
の
割

　
　
　
　
　
　
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

引
率
が
確
定
す
れ
ば
、
そ
の
「
現
在
価
値
」
と
し
て
決
定
さ
れ
る
。
資
本
家
の
粗
利
潤
の
予
想
の
仕
方
を
次
の
よ
う
に
仮
定
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
術
　
　
　
　
資
本
家
は
現
状
重
祝
的
で
あ
る
と
し
て
、
各
年
令
の
設
備
が
将
来
の
各
時
点
で
獲
得
す
る
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
則
　
　
　
　
潤
量
は
、
現
存
の
そ
れ
に
対
応
す
る
設
備
が
現
在
実
際
に
獲
得
し
て
い
る
利
潤
量
迂
（
Ｏ
〈
り

閏峨禾粗と用
．
費の備設

．
位単の令年各

ｔ、、

枇
Ｓ

トＸ

ｔ
．

６↑Ｘ

備設カ重
・
．
尿

毛

利
潤
と
剰
余
労
働
（
北
野
）

１
〈
§
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
た
と
え
ば
今
期
導
入
さ
れ
る
新
設
備
の
場
合
、
そ
れ
が
将
来

の
ｓ
時
点
で
獲
得
す
る
粗
利
潤
之
、
。
の
予
想
値
は
現
在
年
令
ｓ
の
設
備
単
位
当
り
の
実
際

の
粗
利
潤
獲
得
額
迂
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
現
在
の
各
年
令
の
設
備
単
位
当
り
獲
得
利

潤
の
流
列
は
年
令
の
増
加
と
共
に
１
ぴ
の
率
で
低
下
し
て
ゆ
き
、
年
令
が
ら
に
達
す
る
と
零
と

な
り
廃
棄
さ
れ
る
か
ら
、
新
設
備
の
獲
得
し
う
る
利
潤
量
も
毎
期
ぴ
で
減
少
し
、
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

費
用
（
実
質
賃
金
率
）
が
毎
期
ぴ
で
上
昇
し
、
〃
時
点
に
１
お
い
て
粗
利
潤
は
消
減
し
廃
棄
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乏

る
と
予
想
す
る
こ
と
に
た
る
。
各
年
令
の
設
備
の
獲
得
す
る
粗
利
潤
の
予
想
流
列
は
、
今
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
（
八
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
　
（
九
〇
）

の
新
設
備
の
予
想
利
潤
率
（
内
部
利
子
率
）
で
評
価
（
割
引
き
）
さ
れ
る
と
仮
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
（
注
）
　
将
来
予
想
の
仕
方
は
、
将
来
に
及
ぽ
す
現
在
の
諾
作
用
因
の
一
っ
で
あ
る
。
Ｈ
．
内
◎
巨
易
冒
４
は
彼
女
の
○
◎
量
彗
ト
。
ｑ
¢
霊
亭
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
お
げ
る
予
想
の
仕
方
を
次
の
よ
う
に
仮
定
し
て
い
る
。
　
”
長
期
的
影
響
を
短
期
の
そ
れ
か
ら
分
離
す
る
た
め
の
有
効
な
方
策
は
、
静
穏
の

　
　
　
　
諸
条
件
の
た
か
で
発
展
す
る
経
済
を
想
像
し
て
、
任
意
の
あ
る
時
点
で
持
た
れ
る
将
来
へ
の
期
待
が
、
実
際
に
満
足
さ
れ
て
い
る
と
仮
定

　
　
　
　
す
る
こ
と
で
あ
る
”
（
｝
嵩
べ
単
純
モ
デ
ル
ｐ
邊
）
。
設
備
の
評
価
に
っ
い
て
は
、
　
９
碧
Ｈ
Ｈ
資
本
の
評
価
、
を
参
照
の
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

以
上
の
償
却
態
度
、
予
想
態
度
を
定
式
化
し
よ
う
。
今
期
の
新
設
備
の
予
想
利
潤
率
（
は

と
な
り
、

８
わ
干
い

ｐ
サ

争

ｈ

　
茅
“
－
、
い
篶
。
茅
１
ｌ
Ｈ

ｏ

茅
、
…
ｑ
Ｉ
§
阜
よ
１
Ｉ
ｑ
（
Ｈ
ｌ
「
呉
享
－
。
）
）

＊

（
は
の
の
関
数
と
な
る
。
之
時
点
に
お
け
る
年
令
ｓ
の
旧
設
備
単
位
当
り
の
、

一
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
９

新
設
備
一
単
位
を
基
準
と
し
た
評
価
係
数

タ
エ
。
苧
、
て
、
、
よ
）
宇

と
な
り
、

と
な
る
。

“
二
…
Ｈ
　
　
さ
二
１
－
◎

＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

（
が
の
の
関
数
だ
か
ら
孔
な
の
の
関
数
と
た
る
。
従
っ
て
年
令
、
の
設
備
単
位
当
り
の
償
却
量
ら
は

ぞ
…
Ｉ
ｓ
二

　
　
　
　
〇
吻

　
１
１
茅
、
ー
さ
￥
さ
二

今
期
の
総
償
却
量
４
は

８亘



　
　
　
　
ヤ
饒
、
戸
、
辛
喜

　
　
　
　
＊
　
　
　
　
３

と
な
る
。
々
、
孔
は
の
の
関
数
だ
か
ら
卯
、
４
も
の
の
関
数
と
な
る
。

　
回
を
○
っ
に
代
入
し
て
整
理
す
る
と

真
。
一
て
、
ミ
（
、
・
１
一
）
一
・
．
。
。
、
汀
、
－
一
、
－
三
一
、
、
一
、
、
。
。
、
一

占
、
ｅ
、
、
。
。
テ
Ｈ
－
一
Ｈ
－
三
、
一
干
さ
、
、
こ
・
，
。
。
、
一

〔
。
一
茅
、
－
一
、
－
葦
、
、
・
ニ
マ
。
。
、
行
、

３冨

と
た
る
。
ｑ
笥
の
経
済
的
意
味
は
、
括
孤
内
が
≠
期
に
お
げ
る
各
年
令
の
設
備
単
位
当
り
の
粗
投
資
量
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
粗
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
８

資
の
成
長
率
が
ｇ
と
な
る
よ
う
に
の
、
孔
な
ど
が
決
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ｑ
笥
で
々
、
孔
は
の
の
関
数
だ
か
ら
ｑ
３
の
未
知

数
は
の
だ
げ
と
な
り
、
の
は
確
定
し
て
一
定
値
０
を
と
る
。
０
の
一
定
値
に
対
応
し
て
戸
、
具
、
氏
も
一
定
と
た
る
。

　
３
）
　
比
較
動
学

　
我
々
の
冒
◎
箒
Ｈ
の
「
順
調
」
た
経
路
が
定
ま
っ
た
か
ら
、
こ
の
経
路
に
お
け
る
経
済
諸
変
数
の
性
質
と
相
互
関
係
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ
３

　
ま
ず
カ
時
点
に
お
げ
る
〃
杜
会
的
”
利
潤
率
ブ
は
、

、
り
“
ト
”
」
、
十
ミ
“
十
、
、
お

む
…
『
砦
・
工
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

と
定
義
さ
れ
る
。
．
こ
こ
で
Ｋ
は
〃
期
に
お
げ
る
総
資
本
額
（
価
格
総
額
）

　
　
　
利
潤
と
剰
余
労
働
（
北
野
）

で
あ
る
。

ｇ

こ
れ
を
変
型
し
整
理
す
れ
ば

　
　
　
　
　
九
一
　
（
九
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
（
九
二
）

　
　
　
　
ｓ

　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

　
　
　
　
　
｛
べ
＞
－
（
茅
十
＞
）
｝
喜
１
も
り
１
１
◎

　
　
　
　
○

と
た
り
、
々
も
一
定
へ
と
な
る
。
更
に
帥
を
考
慮
す
れ
ば

　
　
　
　
“
１
１
、
…
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛

す
た
わ
ち
新
設
備
の
内
部
利
子
率
で
定
義
さ
れ
た
”
個
別
的
〃
利
潤
率
と
”
杜
会
的
〃
利
潤
率
と
は
我
々
の
順
調
な
経
路
上
で
は
一

致
す
る
。

　
次
に
利
潤
率
プ
と
蓄
積
率
８
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。
需
給
一
致
条
件
↑
り
の
両
辺
か
ら
４
を
引
い
て

　
　
　
　
わ
ー
ミ
｝
１
」
、
Ｈ
享
－
」
、
十
（
Ｈ
ｌ
ｂ
）
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
葦
マ
ら
・
一
、
－
も
一
寺
ぎ
、
一
　
　
　
　
　
・

を
得
る
。
Ｏ
◎
を
考
慮
し
て
帥
の
右
辺
第
２
項
を
部
分
積
分
す
る
と

　
　
　
　
マ
ぎ
－
奪
王
－
？
一
ぺ
一
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
－
－
葦
寺
ぎ

と
な
る
か
ら
帥
は

　
　
　
　
お
１
き
ー
ト
ー
１
塁
十
（
Ｈ
－
ｂ
）
、
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
｛
内
十
（
Ｈ
Ｉ
ｂ
）
こ
わ

と
た
る
。
岬
と
胸
と
を
比
較
す
れ
ば

夏



　
　
　
　
、
１
１
内
十
（
Ｈ
－
ｂ
）
、

　
　
　
　
・
１
１
廼
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛

で
あ
る
こ
と
、
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
ｑ
９
に
お
い
て
、
ｇ
、
乃
は
仮
定
よ
り
与
件
（
バ
ラ
メ
ｉ
タ
ー
）
で
あ
る
か
ら
プ
は
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
一
叉
的
に
確
定
す
る
。
所
で
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

）０可図
岬

　
Ｆ

ｒ
　
　
　
１

／ｄ

の
左
辺
を
げ
と
お
け
ぼ
¢
の
性
質
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
Ｅ
　
　
　
　
亙

句
一
、
一
…
さ
、
－
・
、
、
、
。
、
一
・
、
、
芽

句
（
○
）
１
１
◎
一

）↑Ｆ図
）ｋＦ

句
（
、
）
Ｖ
◎
一

利
潤
と
剰
余
労
働
（
北
野
）

貝
８
）
↓
ｑ
＼
、

、
、
、
ミ
、
。
土
、
ミ
、
干
。
、
・
、
。
、
一
・
。

８亘

、
　
従
っ
て
句
（
¢
）
１
Ｉ
Ｈ
と
な
る
０
は
、

　
　
　
　
　
　
ｑ
＼
、
Ｖ
Ｈ
◎
Ｈ
、
〈
ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

　
　
　
の
場
合
に
、
ｇ
、
ガ
に
よ
っ
て
ｑ
旬
で
決
め
ら
れ
る
一
っ
の
ヅ
の
値
に
対
応
し
て
唯
＝
↓
．
、
に
．
確
定
す
る
。
す

　
　
　
な
わ
ち
我
々
の
冒
◎
箒
Ｈ
に
お
げ
る
経
済
変
数
０
，
Ｐ
、
、
６
、
等
の
．
↓
：
叉
、
性
も
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
五
を
７
の
関
数
と
み
れ
ば
、

Ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

　
　
　
　
　
　
、
ミ
寺
１
１
－
８
（
－
よ
、
、
Ｓ
．
。
一
）
・
．
、
。
象
く
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
憂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

句
（
８
）
↓
十
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
（
九
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
一
号
）

で
あ
る
か
ら
、
ヅ
の
正
値
条
件
は

　
　
　
　
句
一
。
一
÷
一
、
－
・
、
、
工
、
一
、
一
・
、

で
あ
る
。
倒
、
鯛
を
考
慮
し
て
句
（
、
も
）
１
－
Ｈ
を
全
徴
分
す
れ
ば

　
　
　
　
さ
§
十
“
寺
１
１
◎

　
　
．
∴
　
寺
＼
§
１
１
－
さ
＼
“
Ｖ
◎

を
得
る
。

　
次
に
我
々
の
順
調
た
経
路
に
お
げ
る
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
貧
声
ぎ

　
○
旬
、
陶
よ
り

　
　
　
　
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
　
　
寺

　
　
　
　
蒔
１
Ｉ
Ｈ
＼
、
Ｖ
◎
　
　
∴
　
§
＼
蒔
１
１
寺
．
膏
Ｖ
◎

　
　
　
　
寺
　
　
　
内
　
　
　
　
．

　
　
　
　
§
１
１
１
菓
く
◎
　
・
・
ミ
§
〈
◎

を
得
る
。
亙
を
句
（
干
ｓ
３
套
）
と
考
え
て
帥
を
考
慮
す
れ
ば

　
　
　
　
句
五
一
一
。
去
、
、
、
。
、
・
葛
、
一
・
。

　
　
．
．
．
§
＼
亀
く
◎

　
　
　
　
ヱ
一
一
、
－
、
一
干
。
、
一
・
、
。
、
一
・
。

ｑ
二
。
）
と
耐
用
年
数
、

九
四
　
（

九
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
葛

更
に
価
直
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
８



■

　
　
一
．
．
　
§
＼
～
ｑ
〈
◎

　
　
　
　
タ
ー
－
ｏ
　
．
．
．
§
＼
ミ
。
１
－
◎

を
得
る
。
他
方
、
耐
用
年
数
が
確
定
す
れ
ば
標
準
的
生
産
条
件
が
確
定
す
る
か
ら
価
値
も
決
ま
る
。
第
≠
期
に
お
げ
る
年
令
ｓ
の
設

備
（
ｏ
〈
り
く
Ｐ
吻
Ｈ
◎
の
場
合
は
新
生
産
物
１
１
新
設
備
の
価
値
）
の
価
値
を
。
・
へ
と
す
れ
ば
の
よ
り

　
　
　
　
之
１
１
§
＼
亭
Ｉ
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

と
た
る
。
価
値
の
正
値
条
件
は

　
　
　
　
亭
Ｖ
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

で
あ
る
が
、
的
は
単
位
設
備
が
そ
の
経
済
的
寿
命
の
問
に
一
単
位
以
上
の
生
産
物
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
純
生
産

可
能
条
件
を
意
味
し
て
い
る
。

　
蓄
積
率
９
、
貯
蓄
率
刀
と
価
値
｝
と
は
０
を
媒
介
に
し
て
関
係
す
る
だ
げ
で
あ
る
。
吻
よ
り

　
　
　
　
更
＼
塞
く
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

で
あ
る
か
ら
的
を
考
慮
す
れ
ば

　
　
　
　
詳
、
　
　
詳
ｏ
、
　
、
ｑ

　
　
　
　
膏
１
－
塞
．
膏
く
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

　
　
　
　
爺
一
　
ぎ
一
　
§

　
　
　
　
§
Ｈ
§
．
§
Ｖ
ｏ

を
得
る
。
所
が
ぺ
と
ぴ
、
ｄ
、
仏
と
の
関
連
の
場
合
に
は
、
６
を
通
ず
る
問
接
効
果
と
そ
れ
ぞ
れ
の
直
接
効
果
の
合
成
結
果
と
な
る
。

ま
ず
ム
の
場
合
は

　
　
　
利
潤
と
剰
余
労
働
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
（
九
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
（
九
六
）

　
　
　
　
宗
ｏ
、
　
評
、
　
詳
ｏ
｝
　
　
§

　
　
　
　
　
　
１
１
　
　
　
＋
　
　
　
・

　
　
　
　
、
套
　
　
０
套
　
　
塞
　
　
§
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
註
－
邑

　
　
　
　
　
　
１
１
亭
Ｉ
Ｈ
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
弩

で
あ
る
。
次
に
似
の
場
合
。

　
　
　
　
宗
、
　
ぎ
、
　
星
、
§

　
　
　
　
　
　
１
１
　
　
　
＋

　
　
　
　
～
ミ
　
　
．
ｏ
ミ
　
　
　
ｏ
¢
　
、
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ｏ
　
　
　
　
奪
　
　
戸

　
　
　
　
　
　
Ｈ
１
　
　
　
　
膏
－
良
十

　
　
　
　
　
　
　
　
亭
Ｉ
Ｈ
　
　
　
（
亭
ｌ
Ｈ
）
岨
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
戸
ー
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
　
　
　
　
　
　
琴
Ｉ
Ｈ
　
ぎ

鋤
の
右
辺
第
一
項
は
正
の
定
数
だ
か
ら
、
一
定
の
初
期
期
問
を
越
え
る
と
ぴ
の
ペ
ヘ
の
効
果
は
負
と
な
る
。
最
後
に
ｄ
の
場
合
。

　
　
　
　
鞭
－
恥
一
・
↓
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
§

　
　
　
　
　
　
１
１
－
Ｈ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雫
　
、
ｑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

　
　
　
　
　
　
～
］
１
ー
ミ
◎
も
＄
　
“
１
具
ｏ
よ
）
、
さ
、
吻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

　
　
　
　
　
　
－
マ
、
－
・
、
、
干
。
、
一
・
、
。
苧
§
、
、
、
マ
．
、
、
、
。
、
・
、
。
、
一

　
　
　
　
　
　
べ
具
、
－
一
一
・
§
。
・
，
一
・
、
、
、
。
、
マ
、
。
、
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽



　
Ｘ！

ｇ数年用耐鼠イ価
タメ

一
フ

パ

の
・

へ

　
　
　
Ｓ
　
　
　
一
一
１
１
、
と
お
く
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
○
）
Ｈ
］
１
１
（
］
．
十
ミ
ｑ
¢
旧
）
～
．
、
竈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
～
）
１
Ｉ
Ｉ
§
＄
〈
９
、
、
〈
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
１
１
０
の
場
合
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暗
、
～
ｏ
１
（
Ｈ
＋
§
ｏ
心
）
、
、
洲
．
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
暑
１
（
Ｈ
＋
蔓
）
（
Ｈ
Ｉ
～
．
、
）
…
灼
（
暑
）
　
　
べ
川
邑
　
ｋ
川
亭
Ｖ
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灼
（
ｏ
）
１
１
０
　
内
（
８
）
↓
１
８

Ｘ
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
、
（
べ
）
１
１
Ｈ
ｌ
ｋ
１
～
１
、
（
Ｈ
＋
ｋ
菖
１
｝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
、
（
ｏ
）
１
１
◎
一
　
内
、
（
８
）
〈
〇
一
　
内
、
、
１
１
“
１
、
（
Ｈ
＋
凄
１
ぎ
）

　
　
　
　
剥
　
　
　
　
　
　
　
．
．
．
灼
（
べ
）
〈
０

　
　
　
　
９
（

　
　
ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
登
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
　
、
ｑ
宥
い
く
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘
　
帥
一
　
、
〈
○
の
場
合
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
場
定

縄
　
　
　
　
　
般
誰
　
　
　
賊
、
？
（
吻
）
、
．
、
。
、
り
十
一
寸
．
、
。
、
一

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）
　
２
）

、
　
　
　
　
　
　
ぐ
い
　
　
　
　
　
く
い
い
。
・
１
、
べ
べ
二
｝
１
、
、
べ

利
潤
と
剰
余
労
働
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七

（
九
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
一
号
）

九
八
　
（
九
八
）

里
、
ユ
サ
一
、
八
。

．
　
登
一

　
　
亭
く
◎
多
竃

、
〈
Ｏ

以
上
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
表
の
よ
う
に
な
る
。

二
　
利
潤
と
剰
余
労
働

　
わ
れ
わ
れ
は
前
節
で
新
技
術
が
毎
期
導
入
さ
れ
、
旧
設
備
が
陳
腐
化
さ
れ
て
ゆ
く
経
済
に
お
げ
る
「
順
調
」
な
経
賂
に
つ
い
て
、

そ
の
性
格
と
耐
用
年
数
、
更
に
価
値
と
の
関
係
を
検
討
し
て
き
た
。
本
節
で
は
こ
の
順
調
な
経
路
に
お
げ
る
利
潤
と
剰
余
労
働
と
の

関
係
を
「
個
別
的
」
観
点
と
「
全
体
的
」
観
点
と
の
両
側
面
か
ら
扱
い
、
　
「
利
潤
率
が
正
値
を
と
る
た
め
に
は
剰
余
労
働
の
存
在
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
１
）

必
要
か
っ
十
分
で
あ
る
」
と
い
う
く
～
員
の
命
題
を
証
明
す
る
。

　
　
（
注
１
）
　
竃
胃
×
は
剰
余
労
働
の
搾
取
が
利
潤
存
在
の
た
め
の
前
提
で
あ
る
こ
と
、
更
に
必
要
条
件
で
あ
る
と
は
い
え
十
分
条
件
で
な
い
こ
と

　
　
　
　
を
強
調
し
た
。
我
々
の
「
順
調
」
な
経
路
で
は
生
産
設
備
の
完
全
稼
動
と
そ
の
生
産
物
の
完
全
販
売
と
が
前
提
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
両
者

　
　
　
　
の
関
係
は
必
要
十
分
条
件
と
な
る
。

　
　
　
　
　
睾
胃
×
５
〕
（
目
）
亭
員
＠
Ｐ
ｏ
・
ミ
”
直
接
的
搾
取
の
諸
条
件
と
こ
の
搾
取
の
実
現
の
諸
条
件
と
は
同
じ
で
な
い
”
　
”
生
産
力
が
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
す
れ
ぱ
す
る
程
、
ま
す
ま
す
そ
れ
は
消
費
関
係
が
立
脚
す
る
狭
い
基
礎
と
矛
盾
し
て
く
る
。
…
…
生
産
さ
れ
る
剰
余
価
値
は
増
大
す
る
と

　
　
　
　
は
い
え
、
こ
の
剰
余
価
値
が
生
産
さ
れ
る
諸
条
件
と
そ
れ
が
実
現
さ
れ
る
諾
条
件
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
は
増
大
す
る
。
・



　
Ｈ
個
別
的
対
応

　
こ
こ
で
「
個
別
的
」
対
応
の
意
味
と
は
、
あ
る
期
の
標
準
的
生
産
条
件
を
体
化
し
た
設
備
を
い
わ
ば
「
孤
立
的
」
に
取
出
し
て
、

そ
の
寿
命
中
に
お
け
る
利
潤
と
剰
余
労
働
と
の
対
応
関
係
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
無
論
あ
る
設
備
を
「
孤
立
」
さ
せ
て
摘
出
す
る
と

い
っ
て
も
そ
れ
が
杜
会
的
観
定
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
が
あ
る
期
の
標
準
的
生
産
条
件
で
あ
る
点
、
粗
利
潤
の
獲
得

バ
タ
ー
ソ
、
耐
用
年
数
の
決
定
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
意
味
で
の
「
個
別
的
」
価
値
。
。
。
一
そ
の
年
令
Ｓ

の
時
の
価
値
。
・
、
は
ｏ
、
帥
よ
り

　
　
　
　
。
。
、
１
１
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

　
　
　
　
　
　
ｏ
ｑ
ｌ
Ｈ

　
　
　
　
・
、
Ｊ
昨
一
一
↓
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

で
あ
る
。
価
値
規
定
に
お
け
る
償
却
方
式
６
、
を
価
値
の
減
価
量
に
よ
る
償
却
と
定
叉
す
れ
ぼ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

と
な
り
、

↑
－
蹴
す
、
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
２
）

価
値
体
系
に
－
お
げ
る
償
却
は
定
額
方
式
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

霊

（
注
２
）
　
く
胃
×
ま
戸
（
日
）
Ｐ
８
・
。
・
　
”
損
耗
は
、
固
定
資
本
が
そ
の
消
耗
に
。
よ
っ
て
そ
の
使
用
価
値
を
失
っ
て
ゆ
く
平
均
程
度
に
比
例
し

　
　
て
、
だ
ん
だ
ん
生
産
物
に
引
渡
し
て
行
く
価
値
部
分
で
あ
る
。
”
償
却
の
再
生
産
的
意
味
は
、
同
一
再
生
産
観
模
を
維
持
す
る
た
め
の
補

　
　
填
で
あ
る
。
ゐ
と
ｏ
の
叫
と
は
価
値
規
定
に
お
げ
る
償
却
で
あ
り
、
則
、
ｏ
劣
で
叉
定
さ
れ
た
氏
、
４
は
利
潤
率
体
系
に
お
げ
る
償
却
で
あ

　
　
る
。
両
体
系
に
お
い
て
償
却
量
に
違
い
が
生
じ
る
理
由
は
、
価
値
体
系
が
再
生
産
維
持
の
観
点
か
ら
の
評
価
体
系
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

　
　
利
潤
体
系
は
、
生
産
決
定
を
握
る
資
本
家
の
立
場
か
ら
利
潤
率
基
準
に
。
基
づ
く
評
価
体
系
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

　
利
潤
と
剰
余
労
働
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
（
九
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
（
一
〇
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
，

　
さ
て
”
個
別
的
〃
剰
余
価
直
〃
は
、
現
在
我
々
が
着
目
し
て
い
る
個
別
設
備
が
そ
の
寿
命
中
に
体
化
（
吸
収
）
し
た
「
生
き
た
労

働
」
の
総
額
と
「
可
変
資
本
」
総
額
と
の
差
で
定
叉
さ
れ
る
か
ら

　
　
　
　
き
、
…
。
、
ユ
、
マ
；
阜
、
一

　
　
　
　
　
　
－
、
、
｛
、
－
恥
工
Ｙ
（
工
、
、
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓼

と
な
る
。
他
方
個
別
設
備
の
”
個
別
的
〃
利
潤
率
〆
は
側
で
定
叉
さ
れ
、
そ
の
正
値
条
件
は
幽
で
与
え
ら
れ
る
。
　
”
個
別
的
〃
利
潤

率
と
個
別
的
剰
余
価
直
と
の
関
係
は
、
幽
、
鮒
を
考
慮
す
る
と

　
　
　
　
・
半
・
。
－
句
一
。
一
÷
一
、
－
、
（
工
、
、
一
・
、

　
　
　
　
　
　
－
。
・
－
寺
、
、
干
り
）
、
一
・
、

　
　
　
　
　
　
－
、
Ｊ
ｑ
…
一
マ
、
、
、
。
）
、
一
・
。
　
　
　
　
　
　
　
雪

　
　
　
　
　
　
¢
き
一
Ｖ
◎

と
な
り
、
個
別
的
対
応
に
お
げ
る
竃
～
員
の
命
題
は
証
明
さ
れ
た
。
。

　
○
　
全
体
的
対
応

　
ｃ
Ｄ
で
は
あ
る
標
準
的
生
産
条
件
を
体
化
し
た
設
備
に
着
目
し
て
そ
の
経
済
的
寿
命
の
間
に
お
け
る
利
潤
と
剰
余
労
働
と
の
関
係
を



検
討
し
た
が
、
利
潤
と
剰
余
労
働
と
の
対
応
関
係
に
は
、
多
数
の
新
旧
設
備
が
並
存
し
て
稼
動
し
て
い
る
全
体
と
し
て
の
経
済
の
あ

る
一
時
点
に
お
げ
る
両
者
の
対
応
の
側
面
も
あ
る
。
以
下
で
は
こ
の
側
面
を
検
討
す
る
。

　
こ
の
側
面
に
お
げ
る
利
潤
率
（
”
杜
会
的
”
利
潤
率
へ
）
は
岬
で
定
義
さ
れ
る
が
、
我
々
の
経
路
上
で
は
但
ｄ
よ
り
”
個
別
的
〃
利
潤

率
〆
と
一
致
し
、
従
っ
て
そ
の
正
値
条
件
は
¢
４
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
側
面
に
お
げ
る
価
値
（
”
全
体
的
”
価
値
孔
）
を
検
討
す
る
。

”
全
体
的
”
価
値
伽
は
、
一
時
点
に
お
げ
る
経
済
全
体
で
の
純
生
産
物
と
そ
れ
を
生
産
す
る
の
に
直
接
に
必
要
と
さ
れ
る
杜
会
的
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ
　
　
　
　
　
な
一
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
２
）

要
労
働
量
と
の
比
の
逆
数
で
定
叉
さ
れ
る
。
純
生
産
物
ｙ
Ｈ
粗
生
産
物
Ｘ
－
償
却
Ｄ
で
あ
る
か
ら
０
が
わ
か
れ
ば
よ
い
。

　
以
は
之
期
に
存
在
す
る
各
年
令
の
設
備
の
価
値
の
減
価
総
額
で
定
叉
さ
れ
る
か
ら
、
各
年
令
の
設
備
の
４
時
点
に
お
げ
る
価
値
の

決
定
か
ら
検
討
す
る
。
標
準
的
生
産
条
件
を
体
化
し
た
新
設
備
の
価
値
は
ぺ
で
あ
る
が
、
新
設
備
の
導
入
に
よ
っ
て
多
少
と
も
陳
腐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
３
）

化
さ
れ
た
旧
設
備
の
現
時
点
に
お
げ
る
価
値
は
ど
う
決
定
さ
れ
る
か
。
こ
の
点
は
既
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
標
準
的
生
産
条
件
を
体

化
し
た
新
設
備
の
価
値
規
定
に
お
い
て
、
将
来
自
ら
が
陳
腐
化
さ
れ
る
点
が
耐
用
年
数
の
決
定
と
い
う
移
で
考
慮
さ
れ
た
こ
と
の
中

に
既
に
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
現
在
陳
腐
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
年
令
吻
（
◎
１
〈
吻
く
ｏ
）
の
旧
設
備
は
Ｓ
期
前
の
標
準
的
生
産
条
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

を
体
化
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
時
の
価
値
ト
。
は
将
来
（
す
な
わ
ち
現
時
点
に
お
い
て
も
）
陳
腐
化
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
£

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
の
陳
腐
化
の
予
想
（
期
待
）
が
現
実
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
従
っ
て
年
令
８
の
旧
設
備
の
現
時
点
で
の

　
　
　
８

価
値
は
ト
８
で
あ
り
、
単
位
当
り
償
却
量
は

　
　
　
£

　
　
　
　
。
淋
り
す
、
。
－
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

で
あ
る
。

　
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
、
旧
設
備
の
価
値
は
新
技
術
の
導
入
に
よ
っ
て
再
評
価
し
直
さ
れ
る
、
と
い
う
冒
胃
×
の
規
定
を
そ
の

　
　
　
利
潤
と
剰
余
労
働
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
（
一
〇
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
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十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
（
一
〇
二
）

ま
ま
適
用
す
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
我
々
の
想
定
の
場
合
は
旧
設
備
と
同
じ
使
用
価
値
を
ヨ
リ
能
率
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
４
）

生
産
で
き
る
新
設
備
が
導
入
さ
れ
る
と
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
旧
設
備
自
体
が
再
生
産
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
る
。

　
　
（
注
３
）
　
睾
胃
糸
亭
巨
（
Ｈ
）
ｏ
．
ミ
ト
”
も
し
新
た
た
発
明
に
よ
っ
て
同
じ
種
類
の
機
械
が
よ
り
少
た
い
労
働
支
出
で
再

　
　
　
　
生
産
さ
れ
る
な
ら
ば
、
古
い
機
械
は
多
か
れ
少
な
か
れ
減
価
し
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
そ
れ
に
比
例
し
て
よ
り
少

　
　
　
　
な
い
価
値
を
生
産
物
に
移
す
こ
と
に
た
る
”
。
く
～
鼻
が
こ
こ
で
検
討
し
て
い
る
技
術
革
新
は
下
図
に
於
て
財
生

　
　
　
　
産
用
機
械
１
を
生
産
す
る
機
械
２
の
生
産
点
に
お
い
て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
機
械
１
の
価
値
が
減
価

　
　
　
　
し
た
。
我
々
の
場
合
は
Ｏ
竃
０
Ｎ
で
あ
り
、
峯
胃
糸
の
場
合
と
の
差
は
、
技
術
革
新
が
生
じ
た
後
は
同
じ
種
類
の

　
　
　
　
機
械
（
旧
設
備
）
が
再
生
産
さ
れ
る
こ
と
は
た
い
点
で
あ
る
。

　
　
（
注
４
）
　
厳
密
に
い
え
ぱ
我
々
の
観
定
の
下
で
は
固
定
設
備
は
同
一
の
使
用
価
値
を
生
産
し
続
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
技
術
進
歩
と
共
に
よ
り
進
ん
だ
生
産
効
率
を
も
っ
た
生
産
設
備
が
旧
設
備
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意

　
　
　
　
味
で
は
技
術
進
歩
は
新
設
備
に
体
化
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
一
部
は
旧
設
備
に
も
体
化
さ
れ
る
、
と
し
て
扱
わ
れ

　
　
　
　
て
い
る
。

　
従
っ
て
旧
設
備
の
価
値
は
、
旧
設
備
自
体
を
再
生
産
す
る
の
に
必
要
た
労
働
量
に
よ
っ
て
で
は
た
く
、
旧
設

備
の
持
っ
残
余
生
産
能
力
を
新
設
備
で
再
生
産
す
る
と
す
れ
ば
必
要
と
さ
れ
る
新
設
備
相
当
量
の
価
直
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
年
令
ｓ
の
旧
設
備
の
残
存
生
産
能
力
は
ｑ
（
ｏ
ｉ
吻
）
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
新
設
備
相
当
量
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

　
　
　
　
ｑ
（
ｏ
－
り
）
＼
ｑ
ｑ
ｌ
１
Ｈ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

と
た
り
、
そ
の
価
値
×
。
・
。
、
．
。
）
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

蓬

２械機１械機財１ｅＳａＣ

！
ｌ
Ｌ

械機財２ｅＳａＣ

ま
、
。
一
土
、
・
一
ｒ
ｗ
一



　
　
　
　
　
　
　
１
１
。
・
、
．
。
１
１
。
・
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂

と
な
っ
て
ｅ
の
の
。
・
り
、
．
。
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
¢
ｏ
よ
り
、
≠
時
点
に
お
け
る
年
令
ｓ
の
旧
設
備
の
価
値
・
・
り
、
１
。
は
、
現
在
の

新
設
備
が
将
来
年
令
ｓ
の
旧
設
備
と
な
っ
た
時
の
価
値
。
・
り
、
と
一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
以
上
よ
り
之
期
の
総
償
却
量
刀
は

　
　
　
　
ｂ
上
工
ぎ
、
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、

と
な
っ
て
、
価
値
体
系
に
お
け
る
純
生
産
物
巧
は
確
定
す
る
。

　
次
に
巧
を
生
産
す
る
の
に
杜
会
的
に
直
接
必
要
な
労
働
量
を
検
討
す
る
。
と
い
う
の
は
、
技
術
革
新
に
よ
っ
て
旧
設
備
自
体
の
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

値
が
再
評
価
さ
れ
る
と
共
に
、
年
令
ｓ
の
旧
設
備
を
稼
動
さ
せ
る
直
接
労
働
４
も
再
評
価
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
４
の
再
評
価
額
を

内
（
奪
よ
）
と
お
け
ぼ
、
〆
時
点
で
再
評
価
さ
れ
た
旧
設
備
に
お
い
て
も
価
値
決
定
式
は
成
立
し
て
い
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
９
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
冒
ｏ
“
十
　
　
、
（
。
。
ｏ
、
、
。
）
１
１
内
（
や
よ
）

　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　
ミ
エ
一
－
３
、
－
、
。
。
沿
向
÷
－
ｗ
す
、

　
　
　
　
　
　
　
１
１
令
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奮

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
技
術
革
新
が
毎
期
一
定
率
（
ｄ
、
ぴ
が
一
定
）
で
生
じ
る
よ
う
な
生
産
技
術
の
下
で
の
順
調
な
経
賂
に
お
い

て
は
、
旧
設
備
を
稼
動
さ
せ
る
直
接
労
働
は
、
標
準
的
生
産
条
件
に
お
げ
る
直
接
必
要
労
働
量
に
等
し
く
再
評
価
（
過
少
評
価
）
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
６

れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
す
る
と
乏
時
点
で
の
杜
会
的
直
接
必
要
労
働
量
ｗ
は

　
　
　
利
潤
と
剰
余
労
働
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
（
一
〇
三
）



で
あ
る
。

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
一
号
）

ミ
ー
マ
ぎ
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

≠
時
点
で
実
際
に
支
出
さ
れ
た
労
働
量
ｗ
は

干
『
、
工
ぎ
、
一

一
〇
四
　
（
一
〇
四
）

竃奮

で
あ
る
。

　
以
上
に
よ
っ
て
〃
時
点
に
お
げ
る
”
全
体
的
”
価
値
秋
は

　
　
　
　
ミ
ー
１
き
、
ミ
、

　
　
　
　
　
１
１
§
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重

　
　
　
　
　
　
亭
Ｉ
Ｈ
ｌ
ｌ
・
。
。

と
な
っ
て
前
節
で
検
討
し
た
”
個
別
的
〃
価
値
と
一
致
す
る
。
こ
れ
よ
り
秋
の
意
味
は
、
今
期
に
お
げ
る
新
旧
設
備
に
よ
る
合
作
で

あ
る
純
生
産
物
篶
を
標
準
的
生
産
条
件
で
再
生
産
す
る
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
単
位
生
産
物
の
価
値
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
そ
う
す
る
と
今
期
の
総
剰
余
労
働
量
〃
は

　
　
　
　
き
１
－
き
、
－
ミ
き
ミ

　
　
　
　
　
ム
、
、
Ｊ
昨
呉
、
工
ぎ
、
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
。

と
な
る
。

　
以
上
の
準
備
に
基
づ
い
て
経
済
全
体
に
お
げ
る
今
期
の
利
潤
と
剰
余
労
働
と
の
対
応
命
題
を
証
明
し
よ
う
。

　
側
　
必
要
性
　
、
Ｖ
◎
リ
ミ
Ｖ
◎
を
証
明
す
れ
ば
よ
い
。



　
　
ま
ず
剰
余
労
働
の
正
値
条
件
か
ら
検
討
す
る
。
¢
ｄ
よ
り
、

　
　
　
　
　
き
÷
．
。
。
、
工
皿
、
ぐ
（
・
．
。
）
。
茅

　
　
　
　
　
　
ぞ
翫
、
『
、
、
、
吻

　
　
　
　
　
　
…
。
§
汁
÷
ミ
り
菱
瓦
§
；
一
内
一
　
　
　
　
　
　
§

・
と
な
る
。
套
。
の
関
数
圭
る
こ
と
の
意
味
は
、
望
壬
、
従
つ
て
・
を
一
定
仁
て
貯
蓄
君
の
変
化
を
考
え
る
こ
と
で
あ

　
る
。

　
　
　
　
　
マ
予
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
　
　
・
．
二
一
、
守
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釜

　
　
　
　
　
亭
．
、
、
、
↓
閑
平
－
竃
．
。
り
マ
．
。
、
争
．
。
寺
－
卓

　
　
　
．
　
撃
。
　
　
　
Ｃ
リ
ぎ

　
　
　
、
蒔
Ｖ
９
蒔
く
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
　
　
　
　
誰
、
・
、
。
。
マ
．
。
、
、
去
．
。
。
？
．
。
、
喜
１
。
。
マ
卓

　
　
　
　
　
　
　
、
÷
、
。
、
、
王
÷
１
。
、
・
↑
寺
．
。
尋

利
潤
と
剰
余
労
働
（
北
野
）

一
〇
五
　
（
一
〇
五
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
一
〇
六
）

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
．
第
一
号
）

　
　
　
　
帯
。

　
　
　
　
離
土
Ｖ
．
。
、
、
一
・
。

ゆ
え
に
裟
は
単
調
減
少
か
、
単
調
減
少
－
単
調
増
大
か
、
で
あ
り
、
図
の
よ
｛
な
る
。
従
つ
て

　
　
　
　
　
　
Ｓ
　
　
　
茅
州
募
派
９
　
　
　
　
　
　
　
曾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
る
＆
が
存
在
す
る
。
そ
う
す
る
と
¢
動
を
考
慮
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
↓
、
、
り
騨
、
吻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
マ
、
吻
喜
、
羊
マ
、
。
、
。
ぎ
・
、
吻

等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
ー
へ
曲
。
竈
討
・
、
い
１
１
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
　
　
　
○
申

　
　
．
．
．
　
　
〈
◎

　
　
　
　
　
蒔

亭
乏
お
い
て
・
仮
定
よ
ミ
・
二
…
、
だ
か
ら
灼
、
。
、
守
え
に
、
に
つ
い
て
次
の
一
一
つ
の
場
合
を
亨
見
る
。

　
　
　
　
一
ご
内
Ｈ
Ｏ

幽
、
帥
よ
り

　
　
　
　
、
Ｖ
◎
↓
、
（
◎
）
Ｖ
一



　
　
　
　
　
　
妄
－
一
－
弓
邑
マ
セ

　
　
　
　
　
　
↓
ミ
（
灼
１
１
０
）
Ｖ
○

　
　
．
．
．
．
、
Ｖ
○
リ
幸
（
◎
）
Ｖ
ｏ

な
お
こ
の
場
合
に
は
逆
も
成
立
す
る
。

　
　
　
　
宮
一
灼
Ｖ
◎

岬
、
鋤
、
鋤
よ
り

　
　
　
　
、
Ｖ
◎
↓
睾
（
ｏ
）
Ｖ
ｏ

　
　
　
　
　
　
奪
申
（
Ｏ
）
〈
９
ミ
．

　
　
　
　
　
　
↓
申
（
内
Ｖ
○
）
〈
９
§
“
．

　
　
　
　
　
　
↓
睾
（
灼
Ｖ
◎
）
Ｖ
◎

以
上
よ
り
必
要
性
は
証
明
さ
れ
た
。

　
回
　
十
分
性
。
睾
（
内
）
Ｖ
○
リ
、
Ｖ
○
を
証
明
す
る
。

　
ま
ず
内
く
◎
と
仮
定
す
れ
ば
鋤
、
鮒
、
岬
よ
り

　
　
　
　
宍
（
内
）
Ｖ
◎
↓
申
（
内
）
〈
９
§
汁
↓
串
（
ｏ
）
〈
９
§
“
．
↓
ミ
（
○
）
Ｖ
○
↓
、
Ｖ
○
↓
内
Ｖ
○

と
な
り
矛
盾
が
生
じ
る
か
ら
内
Ｖ
○
で
あ
る
。
内
１
－
ｏ
の
場
合
は
鮒
よ
り

　
　
　
　
ミ
（
◎
）
Ｖ
ｏ
↓
、
Ｖ
◎

で
あ
る
。
灼
Ｖ
ｏ
の
時
胸
よ
り
、
Ｖ
○
（
こ
の
場
合
ｂ
Ｖ
◎
）
。
以
上
で
十
分
性
も
証
明
さ
れ
た
。

　
　
　
利
潤
と
剰
余
労
働
（
北
野
）

一
〇
七
　
（
一
〇
七
）

竃霊



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
一
号
）

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

呂
ざ
巨
◎
睾
冒
オ
巨
冒
｝
、
睾
胃
×
．
ｏ
・
向
８
ｇ
昌
－
８
、
，
轟

置
塩
信
雄
・
中
谷
武
”
利
潤
存
在
と
剰
余
労
働
　
　
固
定
資
本
を
考
慮
し
て
　
　
季
刊
、

－
．
呂
一
穴
ｏ
着
霧
、
ｏ
彗
ｇ
邑
オ
ぎ
◎
昌
、

Ｈ
・
雰
雲
易
９
三
弓
ぎ
声
ｏ
２
昌
巨
き
旨
◎
｛
Ｏ
著
－
↑
』
、
杉
山
清
訳
、
み
す
ず
書
房

く
四
員
”
資
本
論
。
大
月
書
店
版
１
～
ｖ

置
塩
信
雄
”
技
術
進
歩
と
廃
棄
過
程
”
経
済
研
究
　
一
九
六
九
年
四
月
（
一
橋
大
学
）

一
〇
八
　
（
一
〇
八
）

理
論
経
済
学
、
声
烏
・

”
事


